
米子市のお隣、島根県安来市の能義平野には、例年
コハクチョウが飛来してくることから、通称「白鳥ロード」と
呼ばれる道があり、市民に広く親しまれています。
白鳥と言えば湖で見かけることが多いのですが、ここ白

鳥ロードの周辺は、田んぼで羽を休め、落ち穂をついばむ
コハクチョウの姿が観察できる珍しいスポットです。稲刈り
後の淋しかった田の風景に賑わいが戻ります。
昭和50年頃から飛来するようになったといい、今では千数百羽のコハクチョウが

渡ってきます。11月上旬ころから飛来をし、中海周辺で越冬。2月中旬頃から故郷
へ帰り始め、3月中旬にはすべてのコハクチョウが旅立って行きます。
遠くユーラシア大陸からの美しい来客に、ぜひ会いに行ってみてください。

コハクチョウは繊細な生き物です。
近づいて脅かしたり、餌を与えるこ

とはしないでくださいね！
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令和2年10月28日、鳥取県知事公邸にて、
鳥取県による寄附講座「臨床感染症学講座」の協定締
結式が行われました。「感染症専門医」を育成するという、

全国的にもまだ数少ないこの取り組みについて
ご紹介します。

求められる感染症専門医の育成機関

感染症専門医は少しずつ増加しているものの、未だ十分な人数とは言えません。

鳥取県で言えば、5名の感染症専門医（うち、３名が本学部附属病院に在籍）しか

いないのが現状です（2020年10月現在）。その理由の一つとして挙げられるのが、

育成機関の不足です。

このような背景を鑑み、令和2年11月に鳥取大学医学部と鳥取県が手を取り合い誕生した

のが、感染症専門医の育成講座「臨床感染症学講座」です。これは全国に先駆けた取り組

みとなっており、本学部在籍の医学部生や本院の研修医をはじめ、感染症専門医を目指す

地域の医師や大学院生など広く門戸を広げ人材養成を行っていく予定です。更には、この講

座から羽ばたいていった感染症専門医が、次世代医師へ教育・研究を行うことで次の感染症

専門医を育成することにより、地域医療の発展向上に貢献します。

そもそも感染症専門医とは？

昨今、世界を震撼させる「コロナウイルス感染症」や「肺

炎」などで広く知られる「感染症」。全世界の年間死亡者

数の3分の1を占めています。

この感染症を専門とする医師「感染症専門医」。感染症

専門医になるためには、基本領域となる診療科（内科、小

児科など）の認定医・専門医を取得後に、更なる研修等を

経て、初めて感染症専門医の試験の受験資格を得ること

になります。この試験に合格してやっと、感染症全般に関

する知識や感染制御のスキルを有する感染のスペシャリ

スト「感染症専門医」の誕生となるわけです。

感染症専門医の具体的な役割としては、医療機関にお

いて医師として感染症診療や感染制御の業務にあたるこ

とはもちろんですが、その他にも、行政機関や研究者として

公衆衛生の整備や感染症の研究推進に携わるなど様々

です。いずれの分野にせよ、その知識を感染症専門医同

士だけではなく、その他の医療従事者や地域住民などに

広く伝え、地域一体となって感染症の拡大防止に努めて

いくことが求められています。

附属病院の診療科

「感染症内科」と一体となり
即戦力となる医師の育成に

取り組みます‼

臨床感染症学講座
寄附講座教授千酌先生



No.11からキャンパスライフの担当になり、これまでの約半分の号を
自分が作成していたことに驚き。これからも頑張ります！（広報係Y）
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醤油やコチュジャンな
どの特製タレに付け込
んだ豚肉と野菜が食
欲をそそる、ごはんに
合う韓国風すき焼きで
す。皆さん是非！！

２月も週替わりメニューを準
備してお待ちしております☆

EBウイルス (Epstein-Barr virus) は、世界中の成人約70～90％が感染
しているウイルスです。日本人の場合、多くは乳幼児期に感染し何の症状も
起こしませんが、思春期以降の成人が初感染した場合では、伝染性単核球症
という病気を起こすことがあり、約70%では肝炎も併発します。しかし、
このウイルスは肝臓の細胞には感染できないことから、なぜ肝炎が生じるの
かはまだよくわかっていません。

これについて、私たちはマウスを用いた解析から、成人がEBウイルスに
初感染した際に生じる肝炎の発症には、腸内細菌が関わる可能性を示しまし
た。しかし、どのような腸内細菌産物がどのようにして肝炎の発症に関わる
のかはまだわかっておらず、今後のさらなる研究が必要です。これら原因と
なる物質や肝炎発生のメカニズムを明らかにすることにより、将来、EBウ
イルス肝炎の予防・治療法の開発に役立てることを目指しています。

EBウイルスが引き起こす肝炎の研究

医学科感染制御学講座
ウイルス学分野
金井 亨輔講師

おかげさまをもちまして、医学部
広報誌「キャンパスライフ」は２０
号発行という節目を迎えることが
できました。
このたび、これまでの総括と、

今後の充実した紙面づくりのた
めにアンケートを実施する運び
となりました。本紙は取材から印刷・配布まで手作りで発

行しております。皆様の声が頼りです！
ぜひご意見をお聞かせいただけないで
しょうか。
アンケートは、以下のURLもしくはQR

コードを読み取ってアクセスいただきご
回答いただければ幸いです。
ご協力の程よろしくお願い致します。アンケートURL

https://forms.gle/updH2oKRcEje5L3i7

※現在はコロナ禍をふまえて活動自粛中のため、活動内容については通常時の活動予定を記載しております。

DATA
【部員数】25名(男子18名、女子7名)
【活動日】月曜日・木曜日
【活動場所】米子中央ゴルフ倶楽部

こんな活動をしています
近くの打ちっ放し場に行って、
黙々と練習に打ち込んだり、部
員同士で談笑したりと和気あい
あいと活動しています。日々の
練習は打ちっ放しですが、年に
数回、先生を交えてラウンドを
回ったり、春と夏に自由参加の
大会や合宿もあります。

ゴルフ部のいいところ
オフが非常に長く、勉強やプライベート
の予定が立てやすいです。部員同士の
距離も近く、仲のいい部員で休みの日
にラウンドを回ったり、旅行に行ったりもしています。
また、大学からゴルフを始めた部員がほとんどなので、
やったことがないからと言って心配はいりません！
ぜひ一度足を運んでみてください！

こんな活動をしています
毎週月曜日はJAZZデーとして、みんなで有名な曲を
聞いたり音楽理論を勉強したりする部会を兼ねた集
まりをしています。イベントとしては、6月に米子市音楽
祭、8月に中四国JAZZフェスティバル、12月は定期
演奏会を行っており、今年度からは愛媛ビッグバンド
まつりにも参加予定！他バン
ドとのセッションの機会も盛り
だくさんです。

DATA
【部員数】４０名（男子１９名、女子２１名）
【活動日】定期：月曜日
それ以外は個人、バンドの自主練習

JAZZ研のいいところ
ひとことで言えば多様性があ
るところ。JAZZの好みや経
験値も様々ですが、お互いを
認め、高め合いながら活動し
ています。演奏のお声掛けや
セッションのお誘いなど、幅広く
お待ちしています！

https://forms.gle/updH2oKRcEje5L3i7
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